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8月 の業務時間延長日
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● 1階ロビー

美術コーナー①  8月 1日 から9月 30日 まで

故・梅津五郎画伯の絵画を展示します。
町に寄贈 していただいた作品です。

美術コーナー②  7月に弓|き続き8月 31日 まで

「土人形展」を開催します。
それぞれの地で長い間生きてきた人形は、

愛らしく、安らぎを与えてくれます。

●文化実習室 特別展

「しゅんこうちぎり絵展」
代表 後藤員子さん
▼いつ 7月 27日 から8月 2日 まで

● 1階フ回アー

す  「徳川家康公の訓言」
石澤仰峰さんの書です。

「パッチワークサークルさくら会作品展」
代表 中嶋玲子さん
▼いつ 8月 20日 から27日 まで

∴

ν

ギ

〈ヽ

白鷹学講座 ノヽ一卜2
「目族信仰 草木塔への願い

～草木塔・路倍の石仏・石塔めくり～」

置賜地区には「草木塔Jや 「草木供養塔」・「材木供養塔」

と刻まれた石碑が60基以上あります。これは全国的に大変

珍しく、ここ置賜地区特有の文化で、自鷹町にはそのうち

3基建てられています。湯殿山信仰との関わりもあるとい

われます。町内には 「草木塔」以外の石仏・石塔が多く建

立されています。その中のいくつかをまわり、先人達の祈

りに思いをはせ、 自然の豊かさを感じてみませんか。

▼いつ 8月 26日 (土)午前 7時～ 110き (雨天決行 )

(午前 6時50分 中央公民館前集含)

▼講師 江□儀雄氏
(白鷹 BI」 史談会会長・自鷹町文化財保護審議会副会長)

▼内容 町内の草木塔や特色ある石仏・石塔を巡ります。
マイクロバスで移動し、昼食後解散。

▼持ち物 歩きやすい服装・水筒 。帽子・雨具
▼定員 25人  *定員になり次第締め切ります。
▼参加料 700円 (昼食代)

▼主催 白鷹学講座企画委員会/白鷹 B」教育委員会
■申込 。問い合わせ

教育委員会 生涯学習・スポーツ推進係 (885-6147)
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平和への祈りを込めて折鶴を…

平和を願い、平和都市宣言記念碑

(役場前)に捧げる折鶴を受け付け

ます。平TE祈 念事業当日、会場へお

持ちください。

【平和祈念事業】

▼ぃつ 8月 15日 (火)午前 80寺30分

▼どこで 記念碑前

■問い合わせ

役場総務課 (885-6120)

●鮎員地区公民館ギャラリー

(開催日:月 ～土曜日)

「鈴木末夫作品展」
鈴木末夫さん (魚占員)

(7月 31日 まで)

「瑞柳書道教室」
代表 海野久子さん (魚占貝)

子どもたちの書を展示します
(8月 1日 から31日 まで)
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、
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図
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２
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等
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）

▼
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‐―ｌｌ
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

情
報
企
画
係

（Ｂ
部
１
６
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２
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換
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。
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Ｈ
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光
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▼
内
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光
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ご
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。
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５
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５
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８
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櫻
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、
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ビ
ー
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ジ
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ー
ス
な
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）

▼
こ
ぶ
し
の
家
作
品
販
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（は
が
き
、

ゎ
り
ば
し
、

の
し
袋
、

は
じ
お
き
、

Ｆ
織
り
製
品
な
ど
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※
ボ
ラ
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ハ
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。
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ハ
ガ
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た
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▼
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ｌｉ
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。
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▼
い
つ
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Ｈ
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９
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ボ
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・
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Ｈ
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①
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、
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▼
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▼
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８
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民
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合
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用
試
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．
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剤
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Ｆ
名
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療
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線
技
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▼
試
験
内
容

①
教
養
試
験
…
全
職
種

②
職
場
対
人
適
応
性
検
杏
‥
行
政
職

③
適
性
検
査
‥
看
護
師

④
作
文
試
験
‥
全
職
種

⑤
面
接
試
験

（２
次
試
験
Ｙ

全
職
種

▼
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予
定
年
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日
　
原
則
と
し
て
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成
Ю
年
４
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
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‐―１１
　
８
月
Ю
Ｈ
（木
）
ま
で

▼
受
付
時
間
　
午
前
８
時
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分
～
午

後
５
時

５
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（Ｌ
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日
、
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を
除
く
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■
受
験
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・
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わ
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置
賜
広
域
病
院
組
合

■
務
局
総
務
課

（８
０
２
３
８
１
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１
５
０
０
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形
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警
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試
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▼
区
分
　
Ｂ
区
分

（大
学
卒
業
以
外
）

▼
受
付
期

‐ｌｌ１
　
８
月
４
日

（金
）
～

昴
日

（金
）

▼
受
験
資
格
　
昭
和
兜
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
ｌ
Ｈ
ま
で
に
生

ハ

ま
れ
、

大
学
卒
以
外

の
か
た

▼
第
１
次
試
験
Ｈ
　
９
月
１７
Ｈ

（日
）

▼
会
場
　
山
形
南
高
校
及
び
新
庄
、

酒
田
、

鶴
岡
、

南
陽
の
各
警
察
署

▼
採
用
予
定
人
員
　
男
性
約

卯
人
、

女
性
若
卜
名

▼
第
１
次
試
験
内
容
　
教
養
試
験
、

身
体
測
定
、

体
力
検
合

※
受
験
中
込
書
は
、
長
井
警
察
著
及

び
各
交
番
、

駐
作
所
に
あ
り
ま
す
。

■
―ｌｌｌ
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合
わ
せ
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丼
警
察
署
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洲
１
０
１
１
０
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

（
２
級

課

程

）

受

講

生

募

集

▼
研
修
期

――１１
　
９
月
６
日

（水
）
～

平
成
１９
年
３
月
Ｈ
Ｈ

（水
）

＊
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日
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日
曜
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【8月 の学校給食献立表】
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●
小
型
船
舶
免
許
操
縦
者
法
無
料
説
明
会

③

‐５
歳
９
カ
月
か
ら
受
け
ら
れ
る
免
許
資
格

▼
い
つ
　
８
月
５
日

（日
）
午
後

１
時
～
２
時

３０
分
　
▼
ど

こ
で

④

６０
歳
代

（ボ
ー
ト
免
許
学
科
講
師
）
無
料
養
成
講
座
な
ど

図書館だよ

■町内出版物の紹介

◇『戦よ り平和は良けれ』

戦争を知 らないあなたに

(社 )山 形県老人クラブ連合会
「戦争は悲 1参だ。絶対やってはいけないJと いわれますが、

戦争や紛争が絶え||||な く起きています。第 2次 |ILソド大戦か ら

60年以 11が経

'出

し、 年々:吾 らオlる ことが少な くな り、 忘れ ら

れようとしています。戦争・戦後の悲1参 なル∵しい′
11活 か ら命

と平和の尊さを伝えるために、従軍 させ られたかたがたが 手

記を1行 せた記録集です。白rtWIか らは 1人 の
「

1記 と荒低高校
′
11の メッセージが掲載さオlて います。 1域 争の実態を i売 みとっ

ていただきたい。

■今月の新刊

第232回 おはな しの会
8月 2日 (水 )午後 7時よ り 中央公民館 12研修室にて

年に 度́の夜のおはなしの会です。スイカ甲ilり や花火・お話

を準備して待っています。

■ 8月 の休館日 14 20 28

鴨
ょ
り
平
和
は
■
け
れ

▼

い

つ

（―‐
）
午
後
６

稲荷ケ丘町民プールの開放期間を 7月 24日 (月 )か らと

お知らせ していましたが、 7月 22日 (土)に繰 り上げて

開放することにな りました。ぜひご利用ください。

「ぃ
卜

の ′
鴨
一
な
に
く
ご
　
一　
る
中
込
書
に
必
要
事
項
を
斗
き

η

|'| こ

Ft(
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や
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参

か

｀
14

ル`
ノじ
イli
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中
央
公
民
館
　
▼
説
明
内
容

▼
締
め
切
り
　
８
月
２
日

（水
）

▼
研
修
会
場
　
特
別
養
護
と
人
ホ
ー

ム
慈
光
田

（長
井
市
）

▼
研
修
内
容

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
と
し
て
必
要
な

知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

・
研
修
は
講
義
、

演
習
、

実
習
の
順

に
進
み
ま
す
。

・
修
ｒ
汗
に
は
修
ｒ

‐
ｉ‐ｌｉ
明
書
を
発
行

し
ま
す
。

▼
定
員
　
卯
人

▼
受
講
料
　
２
万
５
０
０
０
円

（テ

キ
ス
ト
代
別
）

▼
中
込
方
法
　
中
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
者
多
数

の
場
合
は
書
類
選
考

を
行
い
ま
す
。

▼
締
め
切
り
　
８
月
Ｈ
日

（金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
特
別
養
護

～あなたの能力を生か してみませんか～

自Fi田 l、つ剤完は、「地域から有i束真さオlる 病院J を111旨 し、 地
域1矢 療の充実と患 者サービスの向 11に 努めています。

▼ lttt H l次言,t験 9り 13011(十 )

▼会場 町、lJil院 (1階研修空)

▼受付期間 8,11411(り |)～ 9月 1511(`ヽ )

▼ lt験 内容
1次試験…教養.rt験、作文nlt験

2次 li式験…
1白 i接 lit験 (1次 llt験 合格と期象)

▼書類提出

①l'|1亀 ‖I立病院職員採用 rt験受験中込IIト

②写真 (横 3 cm× 縦4 cm、 無lH、  11半身、II:山 iの写真で、
3カ リi以内にlllk影 したもの )

※応募は郵送でも受け付けます。 (9月 1511の 消印有効 )

▼病院の住所

〒9920831 山形りittt「 lt賜
|ト ビ1鷹 ‖1人字荒低 ||15()1

▼採用 予定年月|| 1`4成 19年 4月 1日

■応募・ 用い合わせ

|'1鷹 町立病院事務局 (80238852155代 ))

募集職種と人数 看護師 (若干名 )

受 験 資 格
昭和41年 4月 2日 以降に生まれたかたで、
看護師の免許を有するかた、または、 来
春の卒業までに取得する見込みのかた

書   名 著 者 名 出 版 社

あした笑顔になあれ 水谷  修 日本評論社

よくわかる水処理技術 日本実業出版社

城 カ フ カ 白水社

自開症のすべてがわかる本 佐 木々正美,監 講談社

カタカナ・外来語/略語辞典 堀内克明・監 自由国民社

病気にならない生き方 新谷 弘実 サンマーク出版

自由な時代」の 1不安な自分」 =,南   展 晶文社

福祉カタカナ語辞典 大西 健二 創元者

霞ヶ関中央合同庁舎第四号館 江上  剛 実業之日本社

愛を海に還 して 小手鞠るい 河出書房新社

ケ ッヘル  上・下 中山 可穂 文芸春秋

ナイフ・エッジ 鳴海  章 徳間書店

一応の推定 広 川  純 又 云 呑 秋

ヴィンテージ・シックス 石田 衣良 講談社

自治体崩壊 手島 皓二 PHP研 究所

富の未来 上・下 アルビン・トフラー 講談社

「NO」 と言える国家 原 田 武夫 ビジネス社

刺 しゅうで描 くまいにち おくらみこ 文化出版局

１
日
ま
で
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光
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部
１
２
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１

１

）

第

７
回
戦
争
体
験
を
聞
き
平

和
を
語
り
合
う
集
い

▼
い
つ
　
８
月
６
Ｈ

（Ｈ
）
広
島
原

爆
投
ド
の
日
　
午
後
１
時

卸
分
～
３

時
知
分

▼
ど
こ
で
　
中
央
公
民
館

▼
会
費
　
２
０
０
円

（資
料
代
）

▼
内
容
　
東
京
人
空
襲

の
被
災
者

小
林
姓
　
さ
ん

（卜
三
出
身
）
の
お

話
を
聞
き
、

話
し
合

い
ま
す
。
う
た

ご
え
、

詩

の
朗

‐
‥売
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　
新
婦
人
の
会
白
鷹

班

・
棋
山

（８
８５
‐
５
４
２
２
）

米
荷
負
い
競
走
大
会

女
性
が
、
舟
場
に
着
い
た
荷
船
か

ら
町
ま
で
荷
物
を
背
負

っ
て
運
ん
だ

と
い
う
歴
史
に
基
づ
い
た
催
し
で
す
。

▼
い
つ
　
８
月
６
Ｈ

（日
）
午
後
２

▼
ど
こ
で
　

几
舟
場
堤
防
付
近

（
ス

タ
ー
ト
）
～
金
鐘
寺
門
前

（ゴ
ー
ル
）

▼
内
容
　
女
性
が
荷
物
白
米
５
に
１

袋
を
背
負
い
走
り
抜
き
ま
す
。
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い
合
わ
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中
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（な
部
１
３

７
１
３
）

長
井
盆
地
西
緑
断
層
帯
地
震
被

害
想
定
調
査
結
果
住
民
説
明
会

▼

い

つ
　

８
月

Ｊ
Ｈ

（月
）
午
後
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▼
内
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①
地
震
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査
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果
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災
害

に
対
す
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備
え
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①
操
縦
者
法
に
基
く
遵
守
事
項
違
反
　
②
操
縦
者
法
に
基
く
試
験
問
題
解
説
と
合
格
基
準

■
申
込

・
問

い
合
わ
せ
　
マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー

（Ｂ
０
２
３
４
１
３５
‐
‐
７
３
０
）

②
長
井
盆
地
西
緑
断
層
帯
の
状
況
や

発
牛
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て

▼
中
込
先
　
役
場
総
務
課
生
活
安
全

係

（雪
絲
１
６
１
２
２
）

■
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
総
合
支
庁
総

務
課
消
防
防
災
係

（８
０
２
３
８
１

ハ
１
６
０
０
７
）

地

元

選

出

の
県

議

会

議

員

に

よ

る

地

域

議

員

協

議

会

地
元
議
員
に
よ
る
地
域
の
課
題
や

施
策
展
開
の
審
議
を
行
い
ま
す
。

▼
置
賜
地
域
口
　
８
月
３
日

（木
）

午
後
１
時
～

▼
ど
こ
で
　
置
賜
総
合
支
庁
講
堂

の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂

‐ｌｉ
い
た
し
ま
す
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●
談０

のお知らせ 障害のあるかたへの就業や生活の相
。▼新住所 長丼市台田14-24(888-5357)

農業委員会のお知 らせ

●8月 の農業委員会総会
8月 25H(金 )

●農地法関係の中請締め切り

8月 10H(本 )

■問い合わせ

農業委員会農地調整係
(885-6128)



母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、
妊婦さん全itに 交付しています。
●随時交付しますが、保健lliが 留守の場合
がありますので事前に電話などでご連絡
ください。

●場所 i1/tll康 拓1祉センター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 対 象 児

8月 2日 17k)

3カ 月児 平成18年 4月 生まれ
9カ 月児 平成17年 10月 生まれ

8月 31日 lXl 3備発り電 平成15年 2月 25日

～4月 24日 生まれ

●会場 :健康福祉センター
●内容と′受イ、|‖ |1間

3カ 月児……・昼12時 30分～1時
9カ リj児・……午後1時～1時20分

伸.1督楊
…州鵬α)～ 螂分

母子健康手帳、バスタォル、間診票 (3

カ月・9カ 月児は事前に配布、 3歳児は
郵送)3カ 月・9カ 月児健診のかたは予
防1妾 lll予 診票

●注意
*問診票と母子健康手帳の「保護者の記録J

を必ず記入しておいでくださぃ。
*3歳児健診は郵送する間診票で指定され
た時間においでください。

*待 ちH寺間を 1/Nな くするため受付時間をず
らしていますので、ご協ノJく ださぃ。

*お子さんが、当日具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる可能性のある病気
(みずぼうそう、ィンフルエンザ、突発

性発疹、 とびひなど)にかかったりした
ときは事前に電話などでご連絡ください。

日本 語 の 通 訳 が 必 要 な か た ヘ

1 母1・健康手帳交付時、l lll親 学級や赤ちゃ
ん健診などで通訳をお願いすることができ
ます。必要なかたは事前にごi菫絡ください。

各種相談

【すこやか子ども何でも相談】
お14さ んの健康や台児のことなど、どん

な小さなことでも一人で悩まず、ごIH談 く
ださい。

【健康相談】

赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健
康に関すること全般
*保健師、栄養 liが相談をお受けします。

“明るいやまがた"夏の安全県民運動
実施期間 7月 21日 (金 )

夏は長期休暇、 レジャー、暑さによる気の

ゆるみなどから交通事故や水の事故等が多く

なり、青少年の非行や街頭犯罪等も増える傾

向にあります。 こオ
´
lら の犯罪・事故を防く

゛
た

めに、県民総く
゛
るみの運動を展開しましょう。

～ 8月 20日 (日 )

運動の重点
◎青少年の健全育成と非行防止
◎子どもと高齢者の交通事故防止
◎海・山・川での事故防止
◎街頭犯罪等の防止

総合検診 (8月 )

期 日 時 間 場 所 対象町内
4日0 午前・午後ハーモニープラリ鮎貝1～ 6町内

23日閑 午前.午後ハーモニープラザ鮎貝13、 高岡、深山、黒鴨
24日休| 午前,午後ハーモニープラザ鮎貝7～ 12、 14町内

●受付時間

結核・肺がん。基本
胃力ゞん。人腸がん
前立腺がん。肝炎ウイルス

午前7時 30分
～9時 3()分

午後1時～2時‖y砧|リタifχ 李ヽ惚ダん

検   診 対  象 金  額
結核検診 65歳以上 無料
月市カル毎彬を言診 40～ 64歳 600円
基本健診 19～ 29歳 5,000円
基本健診 30～ 39歳 3,000円
基本健診 40～69歳 2,300円
基本健診 70歳以上 1,000円

胃がん検診 40～ 69歳 1,600円

胃がん検診 70歳以上 1,000円

大腸がん検診 対象者全員 700円
前立腺がん 40～ 69歳 2,300円

前立腺がん 70歳 以上 1,000円

肝炎ウィルス検査 対象者全員 1,000円

●対象者

結核検診
…昭和17年 4月 1日 以前に生まれたかた
肺がん検診
…H召和17年 4月 2日 ～日召和42年 4月 1日 に
生まれたかた

基本健診
…昭和63年 4月 l H ttitに 生まれたかた
胃がん・大腸がん。前立腺がん検診
…昭和42年 4月 1[1以 前に生まれたかた
肝炎ウイルス検杏
…今年度中に40、 45、 50、 55、 6()、 65、 70歳 に
なられるかた

「愛のかたち献血」にご協力ください

●全lm(400■ 11、 200nll)

月  日 時  間 場   所

8月 23日 (水 )

9:30～ 11:30 l■lニ クニ山形工場
13:30～ 14:30 日本サーモⅢ山形工場
14:50～ 16:30 日本GTⅢ山形工場

らくらくスマイル教室を開催しています |

健康づくりのための体操をしています。
日ごろの運動不足・ストレス解消のため、
ぜひご参加ください。
●8月 の開催日 3日 (木 )24日 (木 )

広‖!し したかおしらせ1版 □れ高,1・

`さ `j l′

IFt‖ l総″ち課 山形りlt西 置:賜 ‖||`FI‖ 1人字荒ltl1 8}3 8曜 38(85)2Hl lヽ ()238(ヽ 3)212ヽ  I:¬ lI耐 :ヽ 几口1ヽ lCIゝ )t(八、1]劇 H「 HJまぃ1口 lllド
`‖

(11)~

④

●時間 昼の部 午i19日、i30クト 11時  ▼●
午後1時 30分 ～3H寺  ビ雲

食中毒に注意しましょう! 奈知
夏は食中毒が発生しゃすくなります。清

D冒

ぶÅF,littF蔦命撃賃[:菫傷唐仇∴iO』〔霞

子育て支援センター

8月 のあそび広場
(時間 午前 9時30分～11時 )

【赤ちゃん広場 (火 曜日)】

▼会場 1/11康 福祉センター
1 11、  8「 |、  22卜 |、  2911

【すこやかあそび広場】
▼会場 健康fn祉 センター (木‖FH)

3[|、 411、 1011、 17「 |、 24に|、 3111
▼会場 鮎只l也 区公民館 (金 曜H)

11日 、 18「 1、  25H
*4日 (金)は、健康福祉センターで
行います。

【地区広場 (月 曜日)】

7日  蚕桑地lκ 公民館
2111 東根地区公民館
28日  萩野ふれあい館

【相談日】

V基場麟鶯♂置場瞥
脚卜馴|

■1用 い合わせ ltl康 福祉課
r育て支援センター (886-0212)

名　醐嚇鶴銹̈
加た
（▼擢詢晩叶嘲達聖瑚鮭眺鵬蝿賜詢嗣暖肘
（‐こ和一ｋ幅馴導畦嘘詞祐いま出‰納ざ封ｍ続務企画緻嗣み諮）
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生活相談所の相談 日
8月 2日 17k)弁護士相談並びに一般相談
8月 9日 17kl一般相談
8月 16日 17k)人権相談
8月 23日 17kl一般相談
8月 30日 (7kl一般相談

▼会場 :老 人福祉センター
▼時l「D i ll前 10時から午後3時まで
▼弁護 11:安部 敏さん

.甜各3計 3「贋ξ言儡酪ぽ
自鷹町社会福祉協議会 (886-0150)

「結婚相談室」の開設

平讐:で 821:ィ
金

'「

竺3時～7時

▼相談料 無料
*き

弊 〕彎澪 t夕主滅零
印 など甜

■lHlい 合わせ
産業振興課商 L振興係 (885-6136)
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